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「ユニバーサル社会」の実現に向けて、
社会参画などに必要となる「いつでも、どこ
でも、だれでも」が利用できるユビキタス
な情報提供を目的に実験を行いました。

神戸地区自律移動支援プロジェクト（実証実験）結果
～ ［実験のテーマ］シームレスな空間移動を目指して ～
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※１ 屋内や地下におけるGPS 衛星

に代わる擬似衛星の役割をします。

※２ ユビキタス・コミュニケータの略です。

※２

※１

地下街・屋内で車いす・ベビーカー
など利用者に合わせたルート検索
の実験を行った。

障害者や外国人も含め誰もが利用でき
る経路検索、観光情報の提供の実験を
行った。

実証実験の概要

※注

※注 それが何であるかを意識させず(見えない)、しかも「いつでも、
どこでも、だれでも」が恩恵を受けることができるインタフェース、環境、
技術のことである。（フリー百科事典『ウィキペディア』 より）

神戸は、観光地・地下街を含む陸・海・空の交通結節点。



●実験場所 神戸三宮周辺～神戸空港

●実験期間 平成21年2月6日（金）～

2月26日（木）(火曜除く)18日間

●体験者数
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●国土交通省は、これらの実証実験の結果を踏まえて出された
「提言」に基づき、地域で行われるユニバーサルな取り組みを支援
していきます。

［車いす使用者］
操作がもっとしやすく
なって、利用料金も安
く普及が進めば、外出
の機会が増えると期
待しています。

［ベビーカー利用者］
知らない場所では便
利だと思いました。
あとは、５段程度の階
段でも移動が大変なの
で、案内ルートの考え
方を直して欲しい。

三宮地下街にて

体験者の声

三宮地下街にて

■評価・改善点・課題※
UC ・写真による案内はわかりやすい。地図を含め画像による案内は理解しやすく

有効
・文章では素早く正確に伝達するのは困難。発話ルールのシステム化が必須。
・注意喚起のタイミングは全体的に遅い。

携帯電話 ・位置確認に要する時間のみがネック。これが解消されれば実用化も可能
では。
・(視覚・聴覚)障害者でも携帯電話の所持率は非常に高い。既に利用して
いる機器でサービスを受けられるのは、利用者にとっても魅力的。

※自律移動支援プロジェクト評価委員会・神戸地区実証実験体験会（H21.2.10実施）で委員の
方々から出された主なご意見より

実証実験結果概要
UＣの画面携帯電話の画面

重点検証項目と結果（アンケート）

①地下街から地上へのシームレスな経路
案内の有効性の検証

結果： 屋外←→屋内への移動時の情報提

供のタイミングや地図の切り替わりに不満。

②携帯電話を用いた民間の商用ナビゲー
ションサービスに自律移動支援サービスを
融合させた事業モデルの検証

結果：検索条件の不足や車いす利用者は
遠回りさせられたとの意見があった。





「関西元気宣言」発信運動は、関西が元気あふれる魅力的
な注目すべき地域であるとの認識を広げるため、日本全国
さらには世界に向けて、関西の元気を発信するものです。
詳しくはＨＰを http://www.kansai.gr.jp/genki/
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